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主にこの一年間に書いた ものを集め,「縞―その 4-」

にした。大 したこともせず,そ れでいてけっこういそが

しかった,雑然 とした一年であった。

また昔話が多 くなって しまって恐縮であるが,こ の際

記録 しておかなければ,と 思ったことで もある。

一 昭不口59年 3月 ―





目 次

序

1.真野町新庁合完成……………………………………・

2.ト ラス雑話………………………………………………

3.二 方向中空スラブの実施例…………………………

4.貯炭場屋根の実験 と解析…………………………・

5,内 藤賞のことなど……………………………………

6.村野賞のことなど…・…………………………………

7.川 島定雄先生について………………………………

8.大学院時代の思い出など……………………………

9.若か りし頃…・…………………………………………

10.戦時中の 日 ・々…………………………………………

11.若林真洋君のこと………………………………………

12.ナ ジ・ヤノシ君のこと・………………………………

13.あ る建物の裁判における診断………………………

14.PC鋼 棒が切れた・……………………………………・

15.わ がフトツ永……・・・・・…・・…・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・…・・・・…

16.集 まり,い ろいろ………………………………………・

17.報告など・…………………………………………………

付録 1「早稲田建築」アンケー ト・……………………・

付録 2「 新潟県人」のインタビュー記事………………

付録 3「 日経アーキテクチュア」インタビュー記事・

著者経歴

.・・  1

'… 5

…24

…38

…41
・・44
…48
・・58
・・56
・・59

…61

・・64

…67

・・71

・・75

・・78

・・85

・・90

・・98

・・95





1.真野町新庁舎完成

一 (日召和 59年 3月 )一

昨夏,真野町の新庁合が竣工 した。松本町長と吉田部長が設計の相談に来 ら

れたのは56年 5月 27日 である。 さっそ く菊竹事務所に同行 し,設計を引 きうけ

てもらった。それから,打合せ,現場 をみることなどで10回 余 り佐渡へ出張 し

た。昨年,竣工式は 9月 だが, 7月 末に出来上って使 っているというので 8月

に見に行 った。「史跡の里」にふ さわ しい外観で,タ イルの色 も模型のように自

っぼ くな く親 じめる色 となってお り,内部 も清楚で,家具のデザインも統一 さ

れている。町長がフラッ トスラ

ブだから階段の段数が少ない と

喜んでお られたこと,恐縮 に思

った。

竣工式は 9月 28日 であった。

それまでの出張はいつ も日帰 り

であった。 ところが 9月 から東

京から新潟への航空便がな くな

った。新幹線にお客をとられた

ためという。 どうしても一泊 じ

なければならない。前 日の27日

に出かけた。菊竹さんが役場 を

みている間,私は昔設計 した中

学の木造体育館 を見に行った。

夕方から親戚が長浜で歓迎会 を

役場の入 口にて,松本町長 と (昭和58年 8月 22日 )   開 い て くれ た。 真 野 の 入 江 の 夕
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親 成 の 歓 迎 会

(昭和 58年 9月 27日 ,

真野長浜荘 )

景色 を久 しぶ りに眺めた。 それから八幡館で町の宴会があ り,八幡館に泊った。

翌朝早 くニワ トリの声に起 こされた。静かな雨で,松原越 しに,新町,塩屋

ガ崎が見える。 ビールを飲みながら,ふ るさとの景色 を楽 しんだ。

竣工式では感謝状 と記念品 をもらった。

出張の時の昼食はいつ も「そば」にして もらった ものである。 11本中方々に
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感謝状 記念品 (「観世音双龍」宮田藍堂作 )

「 そば」が 名物 という所があるが,やは りふるさとの味なのか新町のが一番だ

と思 う。57年の 4月 1日 の出張の時は従兄の渡辺三郎 さんが手配 して くれて「白

魚そば」を食べ させて もらった。私は久 しぶ りで,菊竹 さんはは じめてで,喜

んだものである。この「そば」については叔父山本修之助の本「佐渡の島」 (池

Lll屋 書店,昭和28年 )に 出ているので, ここに載せ させてもらう。

新 町 自 魚 そ ば

真野町新町では,附近の小佐渡地方にそばの産地が多い関係か昔から有名で

ある。都会地のようにうどん粉 も入れず,ほん とうに,そ ばの味 を味 うことが

出来る。

汁は都会地ほどではないか も知れないが,そ こが又地方色があってよいとい

う人 もある。

春四月,附近の国府川・真野川へ産卵のために上 るシロユウを独特のヤナで

す くいとって,こ のそばにかけて食べ る。名物のシロユウそばである。

このシロユウはシロウオ (素魚)の方言で,ハゼ科に属 し,体長三～四糎で ,

生 きている時はやや黄味 を帯びた地色で,体の下部に赤い小点がある。死ぬ と
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忽ち自 く変色 して味が落ちるので,こ の死んだのは売 らない。

東京湾で とれる鮭・鱒族のシラウオ (白魚)と は全 く異なる種類であるとい

うことである。

役場の模型,こ わす というので写真を撮 った。

3階の骨組模型

1階の家具配置



2。 トラス雑話

―東京鉄骨橋梁製作所「技術報」No.17(昭和59年 4月 )巻頭言―

昨秋,郷里佐渡真野の町役場の竣工式 に行った折,時間の余裕があったので
昔設計 した中学の体育館 を見に行った。木造なので もう鉄骨に建て替えられた

と思っていたのに健在であってうれ しく思 った。案内の中村敏郎校長先生が ,

「先生に相談 もせず床 を新 しくしました。 凹凸がはげ しくて」 との事,私が設
計者であることを御存知だったこと,大切 に使用されていることに恐縮 した。
写真がその体育館 と木造 トラスである。校長先生に見せてもらった「永久保

真野中学体育館外観

轟‐m燿
`鶴

′
擁 .同 内部

ヽ

．
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真野中学体育館 トラス

同 トラス中央部

存」 と表記 してある書類 に「昭和27年竣工,工費700万円」 と書かれてあった。

私は元来,キ ングポス トというのは中央に材が集まりす ぎて好 きでなく,中

央があいているクイーンポス トの系統の ものの方が好
・
きである。 この トラスは

その中間的なもので,点数 をつけると70点 というところか。苦心 してやっと中

央を少 しあけたというところである。 どうしてこの形になったのか30年 も前の

ことなので思い出せない。小学校の頃バスケットボールの選 手だった。試合の

時,他校の選 手でロングシュー トの大変うまい選手がいて感心 したものである。

トラスの間をぬってのシュー トでちゃんと入るのである。中央を少 しでもあけ
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たかったのはその記憶があったためかもしれない。最近テレビでバスケットの

試合 を見ることがあるが, ロングシュー トがほとん どなく面白 くない。帰京 し

て大学の本箱 をさが したら計算書がみつかった。字の方が白い昔の青図である。

当時は専任講師であった。青春ふたたび帰 らずを感 じた次第である。

軽量鉄骨が作 られるようになった。その普及 ということで鋼材倶楽部主催で

新潟で講演会があった。私 も講師の一人として新潟古町の肉屋 さんの設計例 を

説明 した。その時,県の構造の係で真野中学の体育館を審査 して くれた人が講

演を聞 きに来て くれてお り,大変 うれ しかったものである。

軽量鉄骨を使 った設計は随分多いのであるが,今はほとん ど残っていない。

東海製鉄の建設のための数多 くの現場事務所を軽量鉄骨で設計 した。ほとん

ど 2階建てか平′{【であった。梁は C形 チャンネル を鉄筋ラチスで結んだ もの ,

柱は角パイプ,横 力はすべて鉄筋ブ レースが負担 というものであった。 ラーメ

ンでないので大変経済的であったが,建てに くい と現場では苦情 をいわれた も

のである。製鉄所が出来上がるとこれらの建物はすべて取 り去 られて,私の設

計で残っているのはRC2階 建,折板屋根の管理棟だけである。

全販連で全国の方々に種鶏場 を作った。 これ も軽量鉄骨で平屋であった。か

な りのスパンがあるので梁の中央を持ち 11げ山型 とし,開 きどめに水平に鉄筋

を入れた。 これだ とスパンが半分 となるので C形 チャンネル鉄筋ラチスの梁で

持つのである。横 力はすべてブ レースである。アメ リカから卵 を輸入 してこれ

を種鳥 とし,そ の卵を全国の農家に配るための鶏合である。鶏肉や卵がまず く

なったことに一半の責任があることになるが,そ れ らが大変安 くなったことも

確かである。 もう20年以上たっている, まだ建っているだろうか。

やは り20年 ほど前のことである。知っている鉄工会社が子会社 としてコンク

リー トエ場を建てることになった。親会社に建築の人がいないので,重役にい

われたといって 11場長が図面 をもって私の ところに来 られた。全部 H鋼が使わ

れてお り大変スマー トなものであった。当時はH鋼はぜいた くであった。大学

裏の床屋の設計で も,柱は見えるか らH鋼で梁は天丼をはるか らアングルの リ

ベ ット組立て とした ものである。工場長に聞いてみると,コ ンクリー トエ場だ
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か らスマー トである必要はない,経済的の方がよいとの事である。応力が出て
いるのであるから部材の変更は簡単である。工場全部 をアングル リベ ットに変

更 した。随分 と安上 りになったと思う。昨年この工場増築の話があ り,工場に

出かけた。当時の工場長は今は社長 となっておられて鉄骨変更のことも憶えて

お られた。

私が卒論 を指導 したM君は建材会社に勤めているが,先年その新潟支店長 と

なった。新潟には私が知人が多いのでよく紹介状を書かされた。そんなことで

彼 と一杯飲んだことがある。大分酔った とき,例のコンク リー トエ場は東京支

店の頃彼が担当して設計 したものだ と聞かされた。「起工式 までこぎつけたのに」

とうらみごとをいわれた。昨年栄転で東京支店の次長である。

先年ポ リビヤに日本の援助で建つ建物で若い人が相談に来た。壁はコンクリ

ー トプロック,屋根 は木造 トラスで トタン葺 き,どれ もは じめての材料ばか り

だ というのである。

ふ り返ってみると,本当にいろいろの構造材料を体験 させ られた吾々の年代
は幸いだったのかな, と思っている。

1豊  言己

この体育館の図面は加藤立裁氏に書いてもらった。真野中学全体 も加藤氏の

|:磯
‐
議
「

真野中学正面

≡
輝
●



加藤立蔵氏

設計である。 しばらく音信がなかったので帰京 してから従兄の渡辺三郎氏に問

い合わ したら,93歳で御健在,彫刻に精進 されているとの事で,う れ しくなる

と同時に生涯修行の範 を示 されて身が引 きしまる思いである。早速手紙 と近著

を送った ら,役場の現場 を見ていただいたことの手紙 と,彫刻の作品の前に座

った御元気な写真が送 られて来たのでここに載せる。加藤氏の益々の御健勝 を

祈 ると同時に私 もいい作品を作って見てもらいたいものだ と思っている。

次ページから22ページまでの構造計算書は現愛知工大教授小高昭夫氏の字で

ある。 当時彼は大学院生であった。当時の青図は黒インクで書かなければなら

なかったので小高氏が清書 して くれたのである。

2.ト ラス雑話  9
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真野中学新聞 (昭和26年 10月 15日 )

実際の着 I:は この記事より人分お くれている。



3。 二方向中空スラブの実施例

一「建築技術」 (昭和59年 4月 号)一

薄鉄板製の中空管 を埋め込んで中空部をつ くる現場打ち鉄筋コンクリー ト中

空スラブは,筆者が約20年前に初めて実施 して以来,小ば りが不要,型枠の節

約,階高の減少などの利点のため広 く使用され,現在 までに 1万件以上の建物

に実施 されていると推定されている。

通常の中空スラブは,孔の方向が一方向であり,その方向だけ荷重を伝達 さ

せるので,方向性のある建物,例 えば学校,ホ テルなどの一方向に壁のある建

物では,fしの方向を壁 と直交させると,壁が垂直荷重を受けて経済的である。

中空スラブで使用建物の数の約30%が学校建築であるの も,こ の理由による。

普通スラブのように四辺で支持されている場合は,荷重を二方向に伝達する

二方向中空スラブが有利である。

一般には板には二方向に曲げとせん断がそれぞれ生ず る。中空スラブで も孔

の方向,子 Lと 直交方向で剛性があまり違わないので直交異方性板であるが,応

Ql
力は等方性板に近い。図 1に

て Ml,Qlは子しの方向の曲げと

せん断で,こ れについては I

型ば りと考えてよく問題はな

い。問題 なのは孔 と直交方向

の M2,Q2で ある。これは子Lの

あいたは りの問題 と同 じであ

って,手しのため応力集中が起

こる。

写真 1は孔のあるはりが曲

Q3

Mュ

観
`

Qa

Q:

/ ヽ

図 1 中空スラブの受ける二方向の曲げとせん断



写真 1 孔のある梁が曲げを
受けるときの光弾性

等色線

図 2 孔のある梁が曲げを
受けるときの応 力

一一一一――G´∞

Qノ

“

3.~1方向中空スラブの実施例 25

げを受けるときの光弾性写

真 で あ って,孔 の上 下 部

(■ ),孔の中間部の上下端

(の )の 縞次数が高 く応 力

が大 きい (図 2)。

これ らの応力と,孔のな

いときのは りの上下端の応

力 (島 )と の比を示 したのが

図 3である。通常の中空ス

ラブの寸法 は,φ /Dの値が′D
図3 同応力集中率

0.6-0.7ぐ らいで・あるが ,

応 力集 中率はほぼ 1.3ぐ ら

いである。 入江善久氏の鉄筋コンク リー トの実験 1)では,同 じ配筋で孔方向の

0.7倍 ぐらいであったが , 1/1.3≒ 0.8に近い値である。

写真 2はせん断を受ける場合の光弾性写真である。この場合は孔周の45°の位

写真 2 孔のある梁がせん
断 をうけるときの

光弾性等色線
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図 4 せん断の場合の応力集中率 図 5 は り成 と管間隔

置 |こ・最大弓1張 り万芯力 (σ max)が走二きている。

この最大応力の中実 とした ときの平均せん断応力 (笥 )に 対す る比を図 4に示

す。φ/Dが 0.6～ 0.7では15ぐ らいの値 となり,非常に大 きい。入江氏の実験に

よれば,fしの方向の0.3倍 ぐらいであったという。通常の中空スラブではfしのピ

ッチに対 して,子しの間隔はその約 1/3であって,集中率15と す ると3/15=0.2と

なり, 0.3イ音にほぼ近いイ直である。

曲げに対 しては主筋を増せばよいが,せん断に対 しては補強が困難であるか

ら,σ maxが コンクリー トの引張 り許容応力以内になるように しなければならな

い。

これらの結果 はすべて図 5に おいて p=Dの 場合 としている。p>Dの 場合は

上記の応力集中率は減少する。せん断の場合,p=∞で φ/D=0の極限では集中

率は 4と なる。

実例にも示 した とお り,中空スラブはこれからもますます使われるようにな

ると思う。支持条件により,配管の工夫が考えられる。いろいろの提案を期待

している。
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実例 1.

愛媛県「内子小学校」 (能勢建築構造研究所 :設計 )

3階建の小学校で 3教室をオープ ンにして使用できるようにするため,13m×

22.8mの二方向中空スラブを使用 している。

スラブ周辺のは り,柱の剛性 も考慮 した有限要素法で応力を出 していて,配

管は図 6の ようにしている。写真 3は その配管 と配筋である。 3階のスラブで

実物載貨試験をして
2),安全性 を実証 している。また振動測定によればこのスラ

ブでの固有振動数は8.6ヘルツで,四辺固定 と支持の平均値に近い。スラブ厚 (D)

とピッチ (p)と は等 しく45 cmで 管径 (φ )は32.5cmである。

7.600

図 6 中空管の配置 22 800
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写真 3 配管と配筋



実例 2.

「上 田市農協会館」 (久高建築出 :|'lf務所 :設副)

1階が事務室, 2, 3階が結婚式場 と会議案の建物である。

大 きな空間を必要 とし,住居地域のため階高を大きくとれないため,中空ス

ラブを採用 している。スラブの大きさは19m× 30mで,四すみの部分は図 7の

ように45° 方向に配管 している。D=p=70 cm,φ =55 cmで ある。写真 4は その

11事写真である。振動測定によれば固有振動数は9.5ヘルツで, 3人歩行,走行

時にも「やっと知覚 しうる」程度であった。

図 7 配管
5.600 7.800 5.600

19.000

写真 4 配管 と配筋
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実例 3.

北海道 r芦別小学校」 (桂建築設計事務所 :設計)

3階建の学校で,18.4m× 18.4mの 大空間を低学年のための,プ レイルーム ,

および父兄の集会場のため等の多 L」 的ホールとして中空スラブが採用された。

配管は図 8の ように,_上田市農協会館の例 とほほ同 じであるが正方形スラブで

ある。写真 5は その工事中であるが,手前は〕キ通 スラブである。D=55 cm,p=

50 cm,φ =37.5cmである。

5.745 3.205 2.945 5.730

図 8   配管

写真 5 配管



実例 4.

「高輪美術館」
3)(菊竹清訓設

=円
f務所 :設計,ORS事 務所 :構造)

地 ド1階,地上 1階の美術館で, 1階床に中空スラブを使っている。スラブ

は,SA~10・ 8m× 18.Om,D=p=35 cm,φ =22.5cm,SB 13.5m× 16.2m,

D=p=40 cm,φ =27.5cmの 2種類である。配管,配筋を図 9に 示す。
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周辺固定 と周辺支持の両方の場合について,曲げとせん断 を有限要素法で等

方性板 として求め,そ の点の大 きいほうの値で設計 している。周辺支持の最大

たわみは全荷重時で2.3cm,固定荷重時1.4cmであ り「む くり」を1.4cmと し

た。
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実例 5。

「サンシャイン野間」 (渡辺建築設il‐拝務所 :設計)

1階が店舗, 2～ 5階がマンションの建物で,階高の減少,遮音,間取の変

更が自由のため,中空スラブ としている。

配管は内子小学校の例 に似ている。D=p=30 cm,φ =17.5cmである。(図
10,写真 6)

写真 6 配管と配筋

実例 6.

「大宮市 コ ミュニテ ィセ ンター」 (永峰綜合計画事務所 :設計

増田建築構造事務所 :構造 )

片持ち 3m,お よび2.lmが あり,その先端 に壁が乗るということで片持ちの影響

を強 く受けるので,写真 7の ように複雑な配管である。内部のスラブの短辺スパンは

12 rnで ある。片持ち部分 も内部 もD=p=40 cm, φ=27.5cmで ある。
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実例 7.

「国鉄技研信通実験棟」 (国鉄東京建築工事局建築二課 :設計 )

2, R.「

X・
鶴

図 11 スラブ配管図
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直径16mの円形 スラプの 2階建である。2階 スラブは中央に小開 llが ある。

D=p=80 cm,φ =65 cmで ある。配管を図11に示す。柱壁の剛性 を考慮に入れ

円板を有限要素法で応 力を求めている。配筋を図 12,図 13に 示す。写真 8～写

真 13は工事中の写真である。
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写真 8 信通実験棟 ,

2階床下端筋

写真 9 同配管

写真 10 同上端配筋
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写真 |1 信通実験棟 ,
屋根下端筋

写真 12 同配管

写真 13 同上端配筋完了

参考文献

1)入江善久 :学位論文 “中空スラブ構造の研究 "

2)松井 。和田・佐藤 : “二方向中空スラブの実物載荷試験 ", 日本建築学会学術講演
オ更概集 (近畿)(昭55.9)
3) 「建築文化」 (昭56.11)



4.貯炭場屋根の実験 と解析

一 (昭和 59`「 2月 )―

東北地方に建つ貯炭場であるが,そ の屋根がスパン104m,桁行150mと いう

大 きなもので,立体 トラスがアーチ形 となった ものである。アーチとして設計
されているが,面 としての考察 も必要であろうということで,実験 と解析 を引

貯炭場屋根の模型実験

爾 艤



同実験

4 貯炭場屋根の実験 と解析  89

図 a 柱な しの軸力 図 b 柱付 きの軸力

・ S



|

40

受けた。担当は,博士過程のナジ・ヤノシ,修士過程の小田晋輔,学部学生井

奥貢,川本英一の諸君である。

は じめは柱なしであったが,ベル トコンベヤーが項上 を通ることから,柱が

内部に 4本建つことになった。梁はない。

1/100の模型による実験,有限要素法 による解析を行なった。

前ページの図 aは柱 なしの場合図 bは柱付 きの場合の等分荷重時のアーチ方

向の軸力を示す。屋根の1/4で ある。荷重80 kg/m2の 時で単位は kg/3.75 cmで

ある。3.75cmは 模型の部材の桁方向の間隔である。柱付 きの方が約30%軸 力が

減っている。梁がないが,柱近 くの応力の乱れはない, これは柱上部に四方に

方杖がついているためであろう。曲げは柱あるなしであまりその大 きさは変わ

らない。

これ らの実験結果は曲面板 とした有限要素法の結果 とよく一致 した。

また設計の線材 としてのアーチの応力 とこれらの結果 は大差がなかった。



5.内藤賞の ことな ど

― (昭和594F2月 )一

早稲田の建築科では,卒業の時に構造の成績の優秀な人に内藤多仲賞が授与

される。その賞は先生がいつも計算尺 を持 ってお られたことから,長 さ15cmほ

どの計算尺である。裏に受賞者の名が記 されてある。

内藤先生がおやめになった 2年 あとの昭和 34年 3月 の卒業生からで,当時一

理 と二理 とあったので,各 3名 ずつ 6名 ,そ の後二理がな くな り毎年 5名 とな

った。現在 まで137名 の人が受賞 している。先生が基金 を寄附され,そ の利子で

運営 された。

たいていの賞は 1名 である。「安いものだから,人数を増やそう」といわれた

内藤先生に感心 した ものである。結婚祝 いの祝辞の とき,こ の賞を受けていて

くれると有難い。東京タワーの内藤先生は誰で も知っている。賞はたいてい一

人だか ら一番構造が出来たのだと思って くれるのである。 もっとも,大学では

杉本君結婚のお祝 いでの祝辞   彼 ,勿論内藤賞を受 けている。
私の髪が薄 くみえるのはライ トのせいである

〈昭和58年 5月 21日 ,明治記念館 )

●■
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5人 に順位 をつけないので,そ れぞれ自分が一番だと思っているのであろう。

仲々いい賞だ と思 う。

その後,計算尺がだんだん値 11り して,10年 ほどたった私が主任の頃は,は

じめの基金の利 子では不足す るようになった。それで私が追加寄附 した。その

後誰の主任の ときかわからないが,今まで建築科で運営 していたのを大学へ移

管 したのである。 手続 きが大変めんどうになった。神山さんが主任の時,計算

尺が電卓におされて製造されな くなったこともあ り,全部の基金で計算尺 100本

を買った。今後 20年間は大丈夫 ということであ り,仲々いい判断である。

内藤先生は大学に数々の寄付 をされたが,そ の一つに中近東か らの留学生費

用の寄附がある。先生の80歳の時の著書「建築 と人生」(鹿島出版会,昭和41年)に

よ″しば ,

「私は建築家の立場から海外旅行に何回か出かけているが,特に感 じたこと

は トルコ,イ ランに起こった地震の悲惨な災害 を見聞 して,地震の人つ くりと

いうことが災害 を救う第一歩であ り, しか も有効適切な道だ と実感を深めたの

で,だいぶ以前になるが,後進国の開発の一助に微力なが ら資金を提供 し,早

内藤多件先生とタヮー
「内藤多仲博士の業績」
(鹿島出版会 )よ り

一
■

・
　

・

・
■
‐　
　
　
．

幸



5 内藤賞のことなど 48

大 当局 と相談の上,大学のスカラーシップをつ くって もらった。」と書かれてい

る。最初の留学生が来たのは昭和34年の春である。合計何名であるか不明であ

るが,先生の本に名前の出ているものだけで 5名 (イ ラン 3名 , トルコ 2名 )

いるか ら,そ れ以上の人数であろう。

これ らの学生は内藤記念館で内藤先生御 自身が直接寺小屋式に耐震設計の指

導 をされた。私達 も時々お手伝いをした ものである。授業は英語で ということ

で私は当時ただ一つの英文の論文があ り,こ れを読んだ ものである。あんまり

早 く終 ったので光弾性実験 を見せた ら,大変興味をもって くれたのであるが ,

質問が英語で回答に困ったものである。

先生は同書で「私の蒔いた一粒の麦が,やがて実を結ぶであろうことを確信

している。」と書かれているが,そ の通 りと思うと同時に大変うらや ましく思 う

次第である。

この稿 を書 くに際 して,大学の本部にその頃のことを調べてもらったのであ

るが,昭和32年 9月 に内藤先生が100万 円寄附ということが記録されているだけ

だ ということである。現在 と物価の違いもあるが, 5名 以上が各々一年以上留

学 したのであるから, もっと前記のほかに寄附されていたのではないか と思 う

のである。当時の本部の担当者は亡 くなられたということであ り,本部の記録

が正確 になったのは昭和38年以後 とのことである。

このスカラーシップは内藤先生が本部 と直接話 しされたので建築科では知 ら

なかった。私が聞いたのは木村幸一郎先生が本部へ行った時間いて来 られてか

らである。木村先生のお話によると「東京タワー」の設計料が入ったが税金に

もって行かれるよりいいだろうと内藤先生がいわれた ということであった。

その額ははっきりしないが「東京タヮー」の設計料 を寄附されたことは確か

である。松井研のパーティーでこの話をしたら,一番感激 したのはハ ンガ リヤ

か らのヤノシ君である。 また他の大学院諸君 も知 らないのである。調査不充分

で気が引けるが,だんだん忘れられることがらを,記憶 しているうちに書 き残

してお くの も年寄のつとめかと思 ってこれを書いた。



6 村野賞のことな ど

― (日召禾:158年 9月 )―

戦前の早稲田の建築では,卒業設計の最優秀者に辰野賞が与えられた もので

ある。辰野金吾博士寄附の基金によるものである。戦後貨幣価値が変わ り, こ

の賞は消滅 していた。村野藤吾先生の寄附により,辰野賞に代 り村野賞が設け

られ,昭和30年,第 1回受賞者は三橋千悟君である。

この夏休みに机の引出しを整理 したら昔の紙片が出て来た。昭和45年当時建

築科の主任であった筆者の調べた ものである。

村野先生 より早稲田大学への寄附その他

1.村野賞委員会に寄附

昭和27年 6月

昭和28年 5月

300,000F]

200,000円

2.村野奨学基金に寄附

日召和41年 1月 13日     3,186,843円

(村野賞委員会寄附金 と配当,利息等によるもの )

昭和41年 7月 4日    1,ooo,ooo円

昭和43年 3月 16日     511,237円

1司   3月 21日      639,495円

同  8月 30日       600,000円



6.村野賞のことなど 45

昭和44年 6月 2日

昭和45年 4月 11日

(現在高

600,000}η

l,000,000「 I]

7,797,294Fユ 1)

3.村野賞授賞者

(卒業計画最優秀者に授与 )

日召和 30`年 より日召不口45年 ま
‐C合言129名

4.村野奨学金授与者

(大学院生 年額 7万円授与 )

昭和 41年 より昭和 45年 まで合計 25名

昭和27年 と翌年の村野先生の寄附は合計で50万円であるが,10年余 り後の昭

和41年には,6倍の300万円以上 となっている。これは内藤多仲先生の株の売買

によるものである。村野先生の寄附は建築科であずかっていたので「損 したら

俺が出すよ」 との内藤先生に一任 されたのである。後にのせ る先生のメッセー

ジでは「増資が大分 もうか り」 とあっさり書かれているが,10年余 りで 6倍 と

いうのは大 した才能である。一芸に優れた人は何で も可能なのであろうか。 し

かし大変熱心に努力もされたのである。今で も建築科の金庫にあると思 うが ,

この間の株の売買が当時の事務長の青木安正氏により記録され残 されている。

それによると 1週間のうちに 2度 も売買があるのだから,そ の記録は膨大なも

のである。

昭和41年の300万円というのは大変な額であ り,村野賞のメグルでは使い切れ

ない。そこで,こ れを大学に移管 し,そ の利子で大学院生に奨学金 を与えるこ

とになった。

内藤先生のこの御努力については誰 も感心するのであるが,一番感激された

のが村野先生であって,先生は以来毎年多額の寄附をされ,昭和45年のとき800

万円近 くなっていたのである。
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村野賞受賞者 もこの年で29名 (昭和 39年まで第二理工があった)と なってい

るので私の発案で「村野先生を囲む会」 をやったらどうか と三橋君に話 した。

その 2カ 月前,建築科の学生に内藤先生に講演 していただいたのでお元気のこ

とと思って,そ の会には是非お呼びす るようにいった。その ときの内藤先生の

メッセージを三橋君が大切に保存 している。以 ド先生のメ ンセ ~ジである。

昭45/5/21 内藤多仲

村野先生を囲む会

幹事代表 三橋千悟様

村野先生を囲む会に案内下 され恭 く厚 く御礼申上げます。然る所,小生病後 ,

ことに夜間の外出不可能につき,残念乍 ら下のメッセーヂをもって代へ させて

頂 き度 う御座います。

「 もう15年にも,も っと前にな ります。村野さんが文部大臣賞かを貰はれた時 ,

稲門建築会に,そ の金 を然るべ くと寄附 されました。そこで私は昔の辰野賞の

代 りに村野賞を設け,金は東芝, 日立の株 を買ったのです。それが増資で大分

もうか り,そ の上へ更に何度か村野さんが寄附を下され,そ の Fundは 大分大 き

くな りました。それで毎年村野賞が与えられる様になったのであります。

この村野賞なるものは,後進に村野 さんを手本にしっか りやって貰いたいと

云 う意味の もので,我々,学生,事業生共に大いに奮発 して,そ の跡を追って

行かなければいかん と思ふのであります。

昭和の今 日,芸大を除いてはこの方面での文化勲章は村野さん唯一人,東大

にもどこの大学にもあ りません。我々は斯様 に立派の人を持って居ると云 う事

は ドンナに誇っても良いと思ひます。 と同時に先生の跡 を追って第二第二の文

化勲章 をもと念願する次第です。

いささか過去を追憶 し,お互の立場 をふ りかへ り大に奮発 し早大の為に更に

栄誉 を加へ るべ く努力 しようではあ りませんか。」

終 りに村野さんに感謝 し益々御健康であらんことを祈 ります。



6 村野賞のことなど 47

この「村野先生を囲む会」はその後毎年開かれ現在 まで続いている。数年前 ,

この会に出席 したことがあるが,村野先生,若い人達に囲まれて,大変にこや

かであった。

村野賞受賞者は昭和58年現在で44名 である。

村野奨学金の方は,先生がその後 も毎年多額の寄附をされるので どんどんふ

えて,現在 3,000万 円を超えて

32,254,461円

である。村野奨学金 (年額 10万円)を受ける学生数 もふえて,今年は23名 とな

っている。

第 1回村野先生を国む会 (昭和 45年 5月

完之荘 )

お話 されているのが村野先生で左は故

今和次郎先生

『

亀

1機‐,■ _



7.川 島定雄先生について

― (昭不l159年 1ナ1)―

「縞」にも川島先生のことを

たびたび書いた。大学院諸君との

私の雑談でもたびたび出て来る。

どういう人か と聞かれる。先生

に私が親 しく接 してもらえたの

は昭和 18年から20年 までのわず

か 2年間である。その後の40年

間,すべて先生の影響下にあっ

た と思 う。これは私だけでな く,

川島研にいた者全部ではないか

と思 う。本当に教育者 というべ

きであろう。

昭和53年 に,川島先生の論文

集 を弟子達で出版 した。その巻

末に竹内盛雄先生が川島先生の

略歴 を次のように書いておられる。

川島定雄先生

明ツ台40年  (1907) ～日召和 20‐年  (1945)。

東京都生まれ。昭和 5年早稲田大学理工学部卒。早稲田大学教授。

昭和 5年,早稲田大学理工学部教務補助 となって建築学科勤務。
建築設計 と建築音響を専攻。 日本では初期の建築の音響伝達損失に関す る研究

に心魂 を傾注,昭和 18年遂に一応この研究の画期的な完成を見た。同年工学博
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士,翌昭和19年教授。

この間,昭和11年助教授 ,同 16年 第二次大戦勃発以降,沼津海軍技術研究所の

軍属 を兼務 して潜水艦探知法の開発に献身,見事な成果を挙 げた。

一方,教育 と研究者の育成に熱意を傾け,今 日多数の人材の輩出を見るに到っ

た基礎づ くりに尽力の途中,雄図空 しく昭和20年 10月 30日 病魔に斃れた。

その論文集の p.143に「電気系振動 と機械系振動のアナロジー」という論文が

ある。 これは昭和12年 12月 号の「建築雑誌」に載った もので,そ の「は じが き」

をここに紹介する。

昭和 12年度の本学会大会学術講演会席上に於て,筆者の論文「振動系列に於

ける連繋媒体の役割」に対 して武藤博士 より,記述が簡単に過 ぎて,理論的に

了解 し難 く,且つ構造物の振動を取 り扱って居る人には全 く新 しく感ぜ らる ヽ

事だか ら,参考文献な りとも示 して貰へれば結構であると云ふ様な御希望があ

つたので,余暇を見て舷に該論文の理解に必要な予備知識 としての基礎理論 を

一括 して,解説の体裁で載せて頂 く事に した。貴重な紙面 を,講義録めいた記

事に割 く事は恐縮であるが, 自分の研究を理解 し,且つ叱正を乞ふ事の出来な

いとあつては,研究者 としての不本意これに如 くものはない し,又 この様な振

動現象の記載方法には,本会員の方々の うちには目新 しい筋があるかも知れぬ

から,何か御参考になる点があれば幸ひと考へて筆を把つた次第である。筆者

の独善に対 して注意を促 された武藤博士に特に深甚なる謝意 と共にこの一篇を

棒げるものである。

川島先生の思い出 「早稲田建築ニュース Nα 6」 (昭和54年 12月 )よ り

「川島定雄博士論文集」を刊行以来,「刊行委員会」に川島先生の思い出を書

かれたお手紙を沢山いただ きましたので,こ こにそれを紹介 いた します。お手
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紙の中か ら「思い出」部分だけを抜 き出 しましたので,前略,中略,後略 とな

りましたことをおわびいた します。

今井兼次 (早大名誉教授 )

池谷定雄 さんが,若 き教室陣の駿才 として活躍せ られ し頃の遺影が,ニ コヤ

カに笑 をたたえておヽれ,私には昨 日のような思いでなつか しんでお ります。

委員会のお力で,立派に川島先生の学的業績が L梓 されまして,私 自身 も喜び

のうね りを感 じないではいられません。それは私の亡弟と池谷先生 とは,中学

時代の同期生であり,同時にまた私の出身中学の後輩で もあったからです。 も

し,今 日元気でご存命であれ
`ギ

素晴 らしいデザイナーであられたはずです。

高木純一 (早大名誉教授 )

昔,理工研の煉瓦造 りの中でお会 した頃を思い出します。駿秀 を失った損失

はまことに大 きく,川島さん独 自の世界が展開されるのを見なかったのが残念

です。

風戸力 (苗 13)

私が入学 した昭和10年 は,川島先生は鶴田先生 と共に若 く,私達の友人みた

いな感 じだったので,い ろいろと議論を吹 きかけまして,先生を苦笑 させた も

のです。私達の学生の頃はなかなかうるさい連中が多く,酒 も大いに飲み遊ん

だが,学問の方 も少 しは本気でやっていたようで,東大打倒 というのがあの頃

のわれわれの気風だったようです。各大学の講演会みたいのがあったので,わ

れわれは三,四 人集まって会場に出席 し,川 島先生の番が来て,先生が黒板に

高等数学の算式をポンポン書かれ,独逸語の単語を使われて説明された。聴集

者がポカンとしているのをみてわれわれ早稲 田の学生は,大喜びで,終了後 ,

帰途銀座四丁 目角のライオンピールで,当時映画で流行 していた「会議は踊 る」

の主題歌 を独逸語で唄い,べろべろにな り財布の底をはたいて帰ったのを思い

出します。

前田敏男 (前 。京大総長 )

川島先生は尊敬する学問の先輩ですが,直接お目にかかる機会 もなく終 りま
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したが,小生駆出 しの頃,先生の友人を通 じ激励を受けたこともあ り,今 先生

の先駆的論文を前にして改めて感月卜(,かつ感慨深い ものがあ ります。

田中幸太郎 (苗 9)

在学中,佐藤,川島両先生のご指導にて徹夜の :十響実験など懐 しい思い出で

す。ほんとうに立派な先生方に学ぶことができ,良 き学友を得ま したことの 幸

せをつ くづ くと感謝 し,早稲田に学んだ果報 を心から感謝 してお ります。

田中道彦 (苗 17)

小生は先生 よりも大いなる指導をたまわ り,卒業 し,す ぐ兵隊 に行 きました

が,お別れの時,時勢の都合で一時請負に入社 し,生 きて帰った時は然るべ き

設計事務所へ行 くように考えるから,必ず生 きて帰 って来いとはげまされて出

征 したことを,昨 日のように思い出 します。

宮村晴夫 (苗 17)

小生,先生には工業数学のご指導を得 ようとしましたが,あ ま りの難 しさに

途中で断念 しました。先生の音響に関する学問は, 当時 [l本の学会では比肩す

る学者はな く,世界的のお方で,私達は誇 りに してお りました。先生は学究で

あっても気 さくな方で,笑顔の多い方で した。

大田静六 (苗 6)

川島先生は稀にみる才人で,)|`に 意匠関係ばか りでなく,数学方面にも優れ

た才能を持たれるなど,本‖反する両方面を兼 fテ1青 された点で,一 寸他の追随を許

さない人で した。 早大建築科は意匠方面では昔か ら優れていましたが,数理方

面はあまリパ ッ トしなかったのですが, この方面 を開拓 されたの も川島先生の

力が大 きかった と思います。 貴兄らの骨折で,論文集を刊行されたことは大変

意義深いことと思います。

石堂正三郎 (苗 14)

先生にご教導いただいた教え子の一人として,40年昔のこと,先生のお人柄

などいろいろ となつか しく思い出しなが ら拝読 させていただ きます。先生の音

響に関 しての立派なご研究,ご業績今更 なが らに貴重なもの との感を深 くしま

す。
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鬼武信夫 (近畿大教授 )

T´度,私が大学在学中の頃から卒業後数年の約10年間の業績ですから,そ の

大才には驚 きの他あ りません。特に191ペ ージの論文は,当時私の勤めていた会

社での問題に関係 した もので,思い出が多いものです。

村野藤吾 (早大名誉博士 )

専門が違 うので私共にはよくわか りませんが,佐藤博士の論文に寄せ られた

る川島さんの論文や,戦時中の振動に関する同氏の暉 さなど思い出し,学園稀

に見る偉才 と存 じ, またわれわれのほこりでもあ りましたが,惜 しくも先途 を

残 して逝かれたのは残念でなりません。

須賀栄― (苗 13)

川島先生には私達は工業数学を教わ りました。先生 と茶室について話合 う機

会があ りましたことも,東京竹内工場の二本の柱のパースを拝見 して偲ばれ昭

和12～ 3年頃,私 も設備実験室でサーモカップルの測定でデータをまとめている

頃,川 島先生からオ ッシログラフで振動のエネルギーを光に替えて目で振動を

見ることを教わ りました。

仲威雄 (東大名誉教授 )

早速拝見 しました。苦なつかしい文があ り,小生などが建築雑誌を読んでい

た頃を思い出させ ます。電大にこられる池谷先生の弟さんで,鶴田さんと同級

ではなかったですか。 〔その通 りです―松井〕

谷口忠 (東工大名誉教授 )

佐藤武夫博士時代の論文や耐震理論の論文など,川島博士の論文を大切に保

存し,そ れらを一巻に収められ,川島博士のご業績を後世に残された刊行委員

会の方がたのお骨折に対 して,厚 くお礼申上げます。

本刊行委員会に川島先生,鶴田先生と同級の昭和 5年卒業のクラス会の皆様 ,

一戸二郎 〔苗 2〕 および中川春三 〔苗 15〕 先輩からご寄附をいただいたことを

記して感謝の意を表 します。〔松井源吾記〕
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一「後藤正司先生御退職記念文集」 (昭和59年)一

私が後藤先生にはじめてお目にかかったのは昭和16年の学部の 1年の とき,

弾性論のゼ ミである。当時大学院学生の竹内先生,後藤先生がその指導 をされ

ていた。 そのゼ ミは 4月 にはじまり 7月 に終った。両先生が相ついで応召され

たか らである。

昭和 18年の夏,安東君 と共同で孔のある梁について卒論 を書いた。弾性論で

解を出 し,光弾性で検証するというものである。理工研にすでに光弾性装置は

あったが, まだ誰 も使 ったことがないということである。後藤先生御帰還にな

ってお られ,本を片手に実験の指導をしていただいいた。写真が撮れるまでが

大変で,そ の解析 も大変であった。実験が うまくいって本当にうれ しかった。

それが得意でもあ り,卒論の順序を実験 ,理論の順にした ら先生か ら実験の方

が先 という論文はないよといわれ,逆に したものである。

昭和 18年 9月 卒業,大学院に残った。文部省の大学院特別研究生 というのが

その年か ら出来,吾 々はその第 1回生である。国から給料が出て,入営延期で

あった。今 も残っている理工研の 2階建の煉瓦造に接 して,木造平屋の土質実

験室があった。川島先生が上を勉強するにはまず息角の勉強が必要だというこ

とで, この土質実験室で後藤先生 と机 をならべ ることになった。後藤先生は t

質の試験機で大変高級な実験をされているのに,私の方は原始的な実験である。

毎 日砂の山を作って息角をはかっていた。 これでいいのか と大いに迷 って後藤

先生に相談 して,川島先生に話 していただいたら,あれでいいんだ という返事

だった由。私 も覚悟 をきめて,何 とか数学にのらないものかと苦心 した。 どう

や らそれ らしきレポー トが出来たが,内藤先生は御不満で,何の役 に立つのか ,

といわれた。本当にその通 りであるが,勉強の仕方を勉強 させ られたのだ と今
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楔

後藤正司先生最終講義

「土質 とワセダ」

(昭和59:午 1月 28日 )

最終講義のあ との

パーテ ィー

は、

壽写息・
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は思っている。

その頃後藤先生か ら振動の集中講義 を受けたことがある。私達大学院 と,勤

労動員で川島研に来ていた学生が対象である。先生は,い つ召集が来るかわか

らない,今 までに勉強 した振動学を諸君に伝える, といわれた。内容は大変高

級で吾 々はよくわか らなかったが,先生が大変熱心なので休む人はいなかった。

先生の心意気に感銘 をうけたものである。

戦後す ぐの頃は,指導教授の川島先生は亡 くなった し,依頼 される研究など

ない し,論文はいつ も思いつきのようなもので,毎日違 った題 目であった。解

けそうな問題 をさが して論文にするのである。 したがって発表 して も, さっぱ

り反応 はない。ある時,司会は京大の坂先生であったが,「二重地盤の応力」と

いうの を講演 した。 自分では得意なのに, さっば り反応がな く,質問 もない。

がっか りして壇 を下 りたら後藤先生 (そ の頃はまだ建築学会に出席 されていた )

が,「鎧袖一触だね」 といって くれて本当にうれ しかった ものである。

最終講義の後のパーテ ィーで,先生にこれらの苦話をしたが,先生は全然憶

えてお られない。感銘 を与え,そ れを記憶 していない,こ れが本当の教育者だ

と思った次第である。

先生の長い間の御指導深 く感謝いた します。先生の益々の御健勝をお祈 り中

11げ ます。



9。 若か りし頃

― 小堀鐸二先生退官記念集録「鐸」 (昭和 59年 4月 )一

学会で大江宏先生から,京都へ行った松井さんはお元気ですか, といわれて

一瞬何のことかわからなかった。小堀さんが京都へ行かれたす ぐの頃かと思 う。

大学院の頃,いつ も二人行を共に していたので間違われたのである。それにし

てもデザインの先生に間違ってで も知っていただいていたことを光栄に思った

ものである。小堀さんはソンで私は トクをしたことである。

昭和20年の秋 に指導教授の川島定雄先生が若 くして亡 くなられ,私達は浮浪

児のようであった。実験室は焼失,焼け残 りの実験器具の番人が私達二人の役

目で,行止 りの渡 り廊下,法学部の空いた教室,屋上に建て られた木造バラッ

クと,次々と追いたてられた。行止 りというのは, 3階の研究室 と木造 3階の

教室を結んだ もので,戦時中木造を壊 したので行止 りとなった ものである。吉

阪隆正先生が復員 されて学校 に来 られた時,私達はこの渡 り廊下に机をならべ

ていたことを憶 えている。何の 目標 もなく,何 とな く本をよんでいるという寒々

とした毎 日であった。 (寒々 といえば法学部の大教室は本当に寒かった。)そ の

後壊 した木造の跡に鉄筋コンク リー トが建てられ,渡 り廊下はもとの役 目にも

どった。時々旧キャンパスに行 く時があると, この渡 り廊下 を見上げて昔を偲

ぶのである。

戦後す ぐの頃は世間では仕事のない頃であったが,蛭田捨太郎先生はいつ も

構造設計の仕事 をもってお られ,吾々若い連中はアルバイ トをさせてもらった。

どういうわけか小堀さんと私 はいつ も二人一組であった。他の人達 も仕事をも

らっていたが単独だったようである。要領が悪いので仕事がかたづかず,終電

にお くれそうになり高田馬場 まで走ったものである。そんなことか ら昭和23年

の福井地震の調査は蛭田先生が隊長で私達二人 も同行 した。 この地震では鉄筋
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旧キヤンパスの渡り廊下

(こ の廊下,福島雅男助教授の設計だと聞いている。福島助教授 は大正 13年卒 ,

佐藤武夫先生と同期で,若 くして亡 くなられた。吾々学生の頃,図書室に福島
図書 として大量の構造の本があった。勉強家であったのであろう。)

コンク リー トの煙突が数多 く倒れた。煙突は工場にあ り,工場は郊外にある。

早稲田の連中は若いから煙突担当ということにな り,毎 日歩 き回った ものであ

る。上部が16m飛んでさかさまに上にささった煙突があった。遠 くか ら見 ると

二本の煙突に見えるが, よく見ると一本は上が細 く,一本は上が大い,小堀君

と私は視力2.0で ,あ れは飛んだんだと判った。おかげで老眼 になるのは二人と

も早かった。

昨秋の同窓会で会った とき,こ の頃アル コールが入らない と眠れない,アル

中らしいといったら,松井さん昔からアル中で したよとのこと。大学院の頃 ,

昼 と同 じで夜 もよく二人で飲んだ ものである。彼が酔ったのは見たことがない,

私が先に酔って しまうか らである。当時か ら酔 うと記憶がな くなる。翌朝は大

変心細い,何を言ったか,何 をやったかと。学校へ行って小堀君に聞 くと,大

したことないですよといわれ安心するのである。大 したことあったか もしれな

い。金がな くなるか,電車がなくなるか しなければやめない長い酒で,小堀君

には本当に迷惑をかけた。申しわけな く思っている。
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灰色だった若か りし頃のことも歳月がたつにつれて, いつの間にかなつか し

い思い出となるものだ と,つ くつ゛く感 じている昨今である。

昨春,村野藤吾先生のお孫 さん波多野君の婚礼の席で,小堀 さん と同級の回

堂政嘉 さんが,あ なたは 30歳 ,私は 60歳,村野先生は 90歳,設計はマラソン

のようなもので,あ なたはスター トしたばか り,私は折 り返 し点である,大い

にがんばろうと祝辞をのべ られた。研究 も同 じである。小堀 さんの後半の力走

を期待 している。



10.戦時中の 日々

一 (昭和 59`■ 3′1)一

昨年佐渡出張の折,従兄の渡辺三郎 さんから,戦争末期は私が どうしていた

か聞かれた。 当時二郎 さんは応召,中支に居 られた。

私は昭和 18年 9月 卒業,大学院に残った。文部省の「大学院特別研究生」 と

いう制度が,こ の年には じめて出来て,吾々はその 1回生である。大学出の初

任給はどの会社でも一律に公定で85円 なのに「90円」 くれるという, また「入

営延期」 もして くれるという。文部省が軍 と交渉 して教員確保のための制度 と

いうことである。徴兵検査は前に受けているので,仙台へ工兵 として現役で入

ることになっていたが,理工系 というので大学卒業 まで入営延期 されていた。

大学院の入営延期が仲々きまらず,卒業が近づいて来る。陸軍 よりは海軍の方

が良かろうというので海軍予備学生 を志願 したら合格 した。 日と耳が良ければ

全員合格なのである。 9月 初めに霞が浦に入隊の通知をうけた。 ところがその

うち文部省の方が きまって,入営延期 となった。海軍省へ予備学生辞退を申出

に行 き大変叱られたが,受 け入れて くれた。後で聞 くと志願兵 というのは期 日

に行かなければ自動的に取消 しになるのだそうだ。叱られただけ損 をした。月

給の方は仲々 くれない,半年位待たされたと記憶 している。確かに90円であっ

た。この特別研究生は前期 2年後期 3年であ り,前期 2年のうちに終戦 とな り,

兵隊には行かずにすんだのである。 それはよかったとよくいわれ るのであるが ,

武器をもたずただ逃げ回るだけなの もいいものではない。 1年下の特別研究生

星野隆君は焼夷弾の直撃で亡 くなっている。

昭和20年 5月 の空襲で喜久井町の研究所が全焼 した。電車が不通なので日黒

から歩いて若松町まで達すると,喜久井町は全焼 ,川 島研究室はないのである。

研究所の中に焼死体がごろごろところがっていた。
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佐渡 よりの帰 り,新潟にて
ユデ卵 を食べている

戦争末期は食糧難で,佐渡へそれをもらいによく行った ものである。汽車の

切符の入手が大変だった。父が「佐渡に居るわけにゆかず,困 った ものだ」 と

いった ものである。その頃の佐渡を天国のように思った ものである。写真は食

糧 をもらいに佐渡へ行った帰 りの新潟で,偶然中旧先輩 と会い撮 って もらった。

船着 き場から駅まで重い リュックをしょって歩いた途中である。

川島研は伊 豆大仁に疎開, 宿合は修 善キであった。 8月 1511の 正午のラジオ

は伊 豆で聞いた。

「大学院特別研究生」は戦後 もその制度はつづいて,私は 5年間文部省の御
世話になったのである。戦後インフレになっても月給の90円 は変 らないので ,

これには参ったものである。その うち文部省でも考えて くれて,役人の何号俸

相 当というのにして くれ,だんだん月給が多 くなったのは助かった。大学院が

終 り, 早稲田に奉職 したら,月 給がかえって減ったことを憶えている。私にと

って誠にあ りがたかった「大学院特別研究生」の制度である。その後 この制度

は何年つづいたかは知らないが,新制大学 となるまでつづいたのではないか と

児ユう。



11.若林真洋君のこと

(叔父山本修 之助への手紙 )

「佐渡郷土文化」「波 も[l県 うよ」お送 りいただきあ りが とうございました。とな

りの若林真洋さんのお母さんが私の母 と親友だった ということは じめて知って

おどろきました。 また歌人であったことも,前の号で叔父上の書かれた ものを

よむまで知 りませんで した。私の祖母 と親 しくしてお り,よ く私の家に来 られ

た ものですが,私の知っている若林のおばさんは教育ママでした。真洋 さんが

勉強好 きで成績が良 く, 自慢でした。小学,中学 と同級で したので,通信簿が

来 ると,私の祖母 も継 母も気の強い方でごきげんがわるく,参 った ものです。

子供の方は一向気に しないで登校 も下校 も一 しょで親 しくしていました。

中学の春体みに「池塘春草の夢」 というのを毎年や ったものです。 自転車で

真野の佐渡中学生徒,筆者 4年生のとき,前より2列 目右より2人 目若林真洋
君,前 より2列 目左より2人 目筆者
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西三川へ行 き, どこかの農家の池の端でべん とうを食べ,ね ころんで日向ぼっ

こをして,フ キノ トウを採ってべんとう箱につめて帰るものです。

真洋さんの勉強部屋にお じいさんの字で「少年老い易 く」の書がかかってい

ましたので,二人で命名 した ものです。

私の家は しもたやで何事 も質素で したが, とな りははなやかでハイカラで し

た。おばさんがアイスクリームを作って くれたことを憶えています。

日本医大の予科の頃,下宿が戸塚の諏訪町で,私の下宿の近 くで したので ,

よく行 き来 しました。学部に入ってからはどちらも引越 して会 うことはありま

せんでした。

昭和 22年の亡 くなる前に佐渡の自宅で結核で寝ている彼 を見舞いました。当

時,私の方は大学院生でのんび りで したが,彼は日本医大の助手でいそが しか

ったようです。治ったら少 しのんび りやろうといっていたものです。本当に残

念でした。学者の第一条件は勉強の好 きなことだと思います。今生 きていたら,

日本医大の教授 として活躍 されていることで しょう。

となりは石の門,細長い前庭の立派な医院で したのに数年前帰省 したとき草

ぼうぼうの空地 となってお り,ぼう然 としたものです。

予 r

小学 1年
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小学 4年
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一 (昭和59年 3月 )―

この春 , ドクターコースの修 了で松井研 を去 ることになった。 4年半の在室

である。

大学本部の外事課ではじめて会ったのは昭和54年 10月 18日 で,そ の翌日の41,

Big Boxの レス トランで研究室の歓迎会 を開いた。その 日台風が来て国電が止

まり,宴会は夜までつづいたのである。

英語が得意なので,私の論文の英訳をたのんだことがある。審査員が内容は

良いが英文が悪い,参考までにと鉛筆で訂正 してあった。それが各行に渡 って
いる。彼 に見せ ると,ア メ リカ人の友達 にも見せたのに, と不満であった。長

年アメ リカ留学の西谷君が後ろからのぞいて,鉛筆の英語は 日本人の英語です
よと。彼すっか り喜んで鉛筆 を全部消 して提 出 した。

印刷 された ものは彼の文章そのままであった。

いつか雑談の時に,第二次大戦の話にな り, 11本は本当にアメ リカに勝つ と

思っていたのですか, といわれたことがある。彼の勝つ というのはワシン トン

に llの 丸 をあげることなのである。 日露戦争の勝利といって も, ロシア領に人

っていないのである。 ヨーロッパでは何 百年たった今で も蒙古襲来のおそろ し

さが語 り伝 えられているそうである。

ll本に来て しばらくして大変ふ とった時がある。 10キ ロふえたといっていた。

それか ら DO Sportsの 会員になり,ほ とん ど毎 日運動をや って,大変た くまし

くなった。

今帰国 しているが,本国の許可がえられれば, 4月 から「千代田化工」に勤
めることになっている。

送別会は彼の希望で新橋の「美々卯」でウ ドンスキとした。
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ヤノシ君の送別 と須 田君の学位のお祝 いの会

(昭和59年 2月 4日 ,於新橋美々卵)
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ヤノシ君の送別 と須田君の学位のお祝いの会
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13。 ある建物の裁判における診断

― (昭和 58有111月 )一

ある建物について,施主 (原告)と 施工業者 (被告)が争 う裁判である。あ

る大学の教授が,床のコンクリー トが設計強度 を ド回っていること,壁の開口

部に亀裂があ り,はつって見 ると斜め筋がないことにより,こ の建物は安全で

なく,寿命 も短い, という診断報告書が出された。以下は筆者のこれに対する

意見書である。

1.問題 とされている点は ,

1)建物の安全性はどうか。

2)建物の耐久性はどうか。

3)建物が設計どお りに出来ているか どうか。

4)設計 どお りでな く, とくに問題があると指摘 されている箇所について

被告の提示 している補強方法は適 当かどうか。

ということにあると思われる。以下順次検討する。

2.建物の安全性について

(1)常時荷重に対 して

床のコンクリー ト強度が設計 より低いようであるが,床ではコンク

リー トに働 く応力は小さく,こ の程度の強度があれば充分安全である。

床の コンク リー トは,他の部分 に比べて,打込み高 さの少ないこ

と (註 1),型枠の存置期間が短いこと (註 2)な どにより,他の部分

より幾分低い強度 となる可能性がある。

(2)地震時に対 して

「建築物の耐力診断要綱」 (註 3)な どにより耐震診断の計算を行 う
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と,最 もきび しい一次診断に合格 している。すなわち,地震に対 して

最 も安全な建物の範囲に入っている。

この要綱による算定式は,大地震でも壁が多 く,柱が大い建物は被

害がなかったことにより定められた もので, コンク リー トの強度につ

き基準法にいう強度を前提 とするほか, コンク リー ト強度,配筋の量

は問題 とされてな く,壁 と柱断面のみに関係 している。

本件の建物は,間仕切壁が多 く,外壁が厚いため,こ の一次診断に

合格 している。

3.建物の耐久性について

コンクリー ト中性化の速度 (建物の耐久性に関連す る)については,岸

谷教授の導いた式があることは指摘 されるとお りである。

しか し,本建物において打設されたコンクリー トは AEコ ンクリー ト(空

気連行剤入 り)で あるから,岸谷教授の式中の Rは 1と すべ きでな く,0.6

とすべ きである(註 4)。 また AEコ ンクリー トの水セメン ト比はレデー ミ

クス トコンクリー トエ場における算定式によることが JASS 5で きめられて

いる (註 5)。

これらによりAEコ ンクリー トの178kg/cm2の 強度のものの中性化速度を

計算すると,普通 コンクリー ト210kg/cm2の強度の ものより,中性化速度

はかえって遅 く (1/2.46)と なるのであって,本件建物の耐久性に問題は

ない。

4.建物が設計どお り出来ているかどうかについて

鉄筋コンクリー トの建物では,コ ンクリー トの打設前,配筋が終ったと

ころで,設計者,役所の監督者により配筋検査が行われる。この際,間違
った配筋は修正 され る。従って一般的には,鉄筋コンク リー ト造は設計通

り配筋 されていると考えられる。

実際に調査 された ものであるから,指摘の問題はあるのであろう。

しか しそうしたことがあったとして も,こ の建物の安全性,耐久性に問

題がないことは上 に述べたとお りである。
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5。 被告提示の補強方法について

光弾性実験で開口部周辺の応力を求め補強量を求めた。これにより補修

案 を作った。

この ような補修方法 (エ ポキシ樹脂で接着,ホ ールイン・アンカーを使

用)は ,か な り数多 く用いられている。 イ トーヨーカ堂大山支店 (註 6)で

これを用いているが,こ れについては財団法人日本建築防災協会の判定が

ある。 日本建築セ ンターの審査を受けても認定が得 られるもの と思料す る。

註  1)日 本建築学会構造標準委員会「構造物試験 における諸問題」

(1974)                 p.21お よび p.28, p.29

暗視野

|′

:rり

明視 里予

開 口隅の応力測定の光弾性

‰̈
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2)建築基準法の型わ く,支柱の取 りはず しの基準

3)東京都建築七事務所協会「建築物の耐力診断要綱」  p.26,p.27
4)11本建築学会「コンクリー トの調合設計 。調合管理・品質検査指針

案 。1司解説」                     p.82,p.83

5)I司  _上                                  p.149

6)松井ほか「或 る商店の耐震補強例」

「建築技術」昭和57年 1月 号 p.133～ p.141

付記 (昭和 59年 3月 )

この裁判,最近和解 となった。私の方に理があると思 うので残念である。

戦後す ぐの頃,あ る会社 と新聞社の裁判を思い出す。ある会社のビルを借 り

た新聞社が地 ド室に機械 を入れるので繋梁の上端筋を何本か切 ったのである。

その安全性について蛭田捨太郎先生が新聞社側の証人,他大学の教授が会社側。

地下室は外壁が厚 く,繋梁がな くても大丈夫だ と蛭田先生は数量的に明らかに

された。私 と小堀君は先生のお供で何回か裁判所へ行った。帰 りに一杯の ませ

てもらう楽 しみがあった。 この裁判 も和解になった。

この「意見書」には詳 しい計算書をいろいろつけた。それ らはすべて手塚升

君によるものである。また光弾性実験報告書もつけた。これは西潟君とMIの 諸

君による。 ここに記 して感謝の意を表わす。



14.PC鋼 棒が切れ た

― (日召禾口59年 3月 )一

昨年の 5月 ,15年 も前に建った建物で PC鋼棒が切れたようだから見に来て く

れ_と いうことである。

見ると確かに切れているのがある。 24本のうち 3本が切れている。 は じめて

のことなので鋼棒の製作会社に問い合わすと,そのような例があ り,「お くれ破

壊」 というのだそうである。引張 り力を入れる時 よく切れるのでその後切れる

のを「お くれ」 というのだそうだ。原因は「さび」だ というのである。 この設

計は,梁を柱から斜めに引張って,スパ ンを短 くしているものである。従って

切れても梁が落ちることはないが,調べてみると,梁の中と外に出る部分 (こ

れは外にパイプでカバーしモルタル充唄)は シースが入 り,モ ル タルが注入さ

れているが,柱の中を通る部分はシースもなく全然モルタルがつまっていない。

だからさびたのである。 (図 面ではモルタルをつめるようになっている。)

切断は全然延びがなく,切断面 は平面である。棒 をとり出 してみると,全面

向う側 の ものは,柱 に入っ
てす ぐの ところで鋼棒が切

断 している。

手前の ものは切れていない。
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に「さび」が見られる。 ところがこれを引張 り試験すると延びのある通常の破

断なのであ り,強度 も充分なのである。「さび」は一種の「きず」である,高 い

引張力をうけて応力集中が起 き,長 い時間の間に次々と「きず」が大 きくなっ

ていって切断 したと考えられる。全部の鋼棒が切断の可能性がある。

鋼棒 をとりかえようということになったが,モ ルタルのつまっている部分は

全然抜けないのである。モルタルのせん断強度の何倍かかけてもである。仕方

がないので,図のように鋼管で支持 させ ることにした。 1階では基礎がないか

ら斜めにし,そ の開 き止めの鉄板 を繋梁の上に置いた。 コンクリー トとの接着

はエポキシ樹脂 と,ホ ールインアンカーを併用 した。

この補イI参費, どこか らも出ず,,筆者が負担 した。

一

。
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，

■
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一
！
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図 1 補修の軸組み,D通 り(破線 C通 り)
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一 (昭和 59年 2月 )一

遠  泳

泳げるようになったのは小学 2年のときである。横泳ぎが出来るようになっ

たらすぐクロールが出来た。泳ぎはじめはこのような習いかたが一番いいので

はないかと思う。

小学 4年のとき学校の遠泳で 3海里を完泳した。塩屋ガ崎 (A)か ら学校の

海水浴場 (B)ま でが 1海里,国府

川沖 (C)ま でで 2海里, もどって

海水浴場 (D)ま でで 3海里 という

のである。今地図にプロットしてみ

ると,全部で 2海里 しかない,少々

いいかげんのようである。毎年行な

′われ,こ の日は新町の隣の豊田の漁

船が動員されて先生達が乗って応援

して くれる。時々アメダマをくれる

のはあ りがたかった。この年 4年生

の 3人が 3海里泳 いだ。今まで 4年

生で完泳 したものはなかったそうで ,

ほめ られた。遠泳 した者には卒業式

の時に賞状が渡 されるのであるが ,

最下級生が代表 して もらうので, こ

の年は私が代表 となった。

国
'付

サ11

豊 田

四 日 町

長 石

新 町

塩 屋 ″ 崎

,丞,水 の コ ー :ス
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当時私の家の借家に女のあんまさんが居た。遠泳の話をしたが,全然信用 し

て もらえなかった ものである。距離感が違うのである。

フォーム

私達の頃の佐渡中学の水泳の部長は地歴の先生の宮崎幸夫先生であった。泳

法のフォームには大変きびしい指導であった。あらゆるスポーツがそうであろ

うが,そ の中で も水泳のフォームは推進力と水の抵抗 力の両方に影響するから

一番問題なのではないかと思 う。 しかし,体型,体力が一人一人違 うのである
か ら,最 もよいフ ォームというのは個性的なものであって,それがむつか しい

ことなのである。先生はそれを配慮 されて苦心の御指導であった。 ともか く総

じて佐渡中学の選手の泳法はされいであった。

2年先輩の もっともフォームの きれいだった本間俊雄氏は立教大学に進み ,

日本を代表する選手 となった。 自由型の長距離であった。 よく試合の応援に行

ったものである。昭和15年の東京オ リンピックが実現 していたら,本間さんは
必ず出ていただろうのに本当に残念である。本間さんは海軍予備学生で出征 ,

戦死 された。

水泳部で一番親 しかったのは同級の加藤裕

君であった。平泳である。練習は一番熱心で

あった。

5年の県大会の直前,急 にタイムが悪 くな

った。フォームが どこか狂ったのである。宮

崎先生 も私達 ももちろん本人 も一生懸命なの

であるが, どうして もわからない。 とうとう

調整は大会に間に合わなかった。フォームと

いうもののむつか しさをつ くつ
゛
く感 じた。加

藤君は佐渡高校の名簿によれば,「昭和18年 1

月 2日 ,南大平洋に於て戦死」 と書かれてい

る。ガダルカナル撤退の時だということであ   中学4年の時の加藤裕君
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佐渡中学卒業年次 (横,昭和 )
と生存率 (縦,%)
昭和52年佐渡高校名簿より算出 した

100
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る。誠に残念である。名簿をみると吾々の頃が一番戦死が多い。生存率 と卒業

年次のグラフを作 ってみた。最低が昭和13年卒の吾々の年次である。

昭和30年頃か と思 うが,I日佐渡中学水泳部の連中で宮崎先生を囲む会 をやっ

た。その二次会で新宿の「馬上盃」に行ったら,安東君が居た。 自分は泳げな

いから水泳部の連中はきらいだと,宮崎先生が俺 も泳 げないよと。吾々みなび

っ くりしたものである。そういえば先生の泳いだのは見たことがない。

佐渡中学県大会 で優勝,於長岡市営プール
2列 目右 より 2人 目宮崎先生,前列右 より 3人 日本間俊雄 さん,後列右 より 4
人 目筆者 (昭和 10年 8月 ,筆者 3年生)
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16。 集まり,い ろいろ

吻″麒緩,. 蜻

ロスアンゼルスの沢野君歓迎会 (昭和50年 |1月 ,大限会館 )

:

ミ
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記念品の時計 をもらう

「構造計画入門」の

英訳本にサインする

私の「設計20年」を祝 う会 (昭和52年 6月 4日 ,三条苑)

長野県建築士会「建築祭」にて (昭和54年 10月 12日 )
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建築学会の委員会

(昭和55年 2月 2日 ,金沢)
〔増沢洵氏撮影〕

一年
■
一毎″′●
′
●
／
‐，■
１

１

ブラジルの伊東君歓迎会 ,
昭和37年卒の諸君 と

〈昭和55年 2月 7日 )

‐4
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還暦の会 (昭和55年 6月 7日 ,ホ テルオークラ)

■レ

¬■r
■口F

哺 レ
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石井勇先生の喜寿 を祝 う会 (昭和55年 11月 8日 ,ホ テルオークラ)

1自  言己

石井勇先生は昭和59年 4月 17日 逝去 された。謹んで先生の御冥福 をお祈 りいた

します。

■1
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祝 辞

校 歌

松原君結婚のお祝 い (昭和56年 3月 22日 ,千里阪急ホテル )
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叔父山本修之助の叙勲祝賀のつ どい (昭和58年 5月 12日 ,八重洲「天山」)

滲

乾 杯

光弾性学会で特別講演

(昭和58年 6月 28日 ,学士会館 )

大 学 の ホ ー ム カ ミン グ デ ー ,

昭 和 34年 卒 の 諸 君 と

(昭和 58年 11月 3日 ,大 隈庭 園 )
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17.報告な ど

一  (11召不1159年 3ナ1)一

1.須田健一君が工学博士になった。

論文題 目一「高層建築物に作用する風圧力に関する研究」

審査報告書の最後の ところ一

著者は,こ れまでその現象の把握が不十分であった,高層建築物の風上面及

び風下面に作用する風圧力について,実在する高層建築物 における自然風中で

の風圧力の実測によって明 らかにしてお り,構造設計に寄与するところ大であ

る。 よって,本論文は工学博士 (早稲田大学)の学位論文 として価値あるもの

と認める。

日召不口59年 2月

審査員 早稲田大学教授

早稲田大学教授

早稲田大学教授

松井研では須田君が 11人 目である。

2.筑波の科学博で筆者が構造指導 した建物

11学博 11 ,松 井源吾

宮原 玄

11学博 if 風間  「
(早稲田大学 )

梓事務所

菊竹事務所

「茨城館」

「外国館」 (4棟 )
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黒川事務所   「電力館」「 IBM館 」「三井館」「東芝館」「卓館」

環境造形研究所      _
MUSA研 究所 (構造) |テ

クノコスモス」

銭高組     「ガス館」

テクノコスモス観覧車

(直径80m)模型

3.ベ タ基礎の応力

これが今年の筆者の研究テーマである。光弾性写真 (稲 井栄一君作)の よう

に,集中荷重の ドにゴム板をおいたときと鉄板 をおいた時で下部の応力は違っ

て くる。 また基礎 (ゴム板,鉄板)の応 力も違 うわけである。基礎の厚さと応

ヽ.‐.

0

、`  ぎ
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ぎヽ  ご`

で, て` 、_)、
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ゴム板

地盤の応力の光弾性
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鉄板

地盤の応力の光弾性

力の関連で最適設計を求めようとするものである。

解析には,36年前の筆者の論文が役立ちそうである。

4.光弾性実験室の移転

今年 3月 9日 光弾性実験室は60号館 Bl階 に移転 した。

方々転々とした ものである。

戦前の光弾性実験室は今も残っている理工研のレンガ造 2階建の前にあった。

戦時中,川 島研が増築 した時,今の理工研事務所 になっている建物の屋上に木

造を建て,そ こへ移 したが20年 5月 25日 の空襲で焼失 した。

戦後,理研黒田研の中古の光弾性装置をゆず りうけた。実験室は旧キャンパ

スの建築科研究室の上の階の通称ア トリエであった。屋根裏だか ら,卒論 をや

る夏は本当に暑かった。

理工研の焼 けた レンガ造の壁に屋根 をのせて使 えるようにな り,そ の一室に

移った。窓にとび らをつけ全体 を暗室になるように した。私の研究室でもあっ

た。研究所の間前 に酒屋があ り,酒 とカンヅメを買ってよくパーテ ィーをやっ

た ものである。

内藤先生が,学校の帰 りに突然立寄られるのには参 った。 しか し一度 もパー

△
ギ
‘
　

韮

ゞ
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昭和29年 8月 ,喜久井町の理工研内にあっ   ~室 に光弾性実験室は移転 した。全
た光弾性実験室にて           体 も暗室,そ の中に現像用の暗室 も

あ り,完備 した実験室 となった。土木科 と共用 ということで,広視野の現在の

装置を買ってもらったのはこの頃だ と思 う。

新キャンパスに理工学部の研究棟が出来ると同時に18階に移転 した。研究室

に近 く便利であった。 しかし,こ の建物は研究室専用 ということで58号館製図

室のそばの 3階に移った。 まるで追い出された形で,間仕切 り,暗室など自費

で作ったものである。

今度 も学校の都合で追い出され,南先生が前に使 っておられた実験室に移転

である。 しか し今回は学校の方で間仕切 りその他 をやって くれた。

7回 目である。や っと落ち着いた と思っている。 もう替 りた くないものであ
る。それにして も,そ れぞれの実験室でいろいろの思い出があ り,なつか しい。

5。 光弾性学会の募金

光弾性学会では来年末に, 日本では じめて国際シンポジウムを開 くことにな

った。経費がいるので昨年秋から募金 をはじめた。

私は会計理事であ り,他の理事の先生達は学者で俗世間 と関係のない人ばか

りで,責任を感 じた次第である。 まず, 自分が寄附すること,募金の対象は私

鰊
ティーはみつからなかった。当時の

光弾性材料のフェノライ トは時間が

たつ と初期応力が入るので作ってす

ぐ実験である。たいてい昼製作,夜

実験で,暗室の必要がなかったので

ある。 この写真 も夜のようである。

旧キャンパスに理工学部大学院校

舎 (現在商学部の使 っている)が ,

安東 さんの設計で出来,そ の 4階の
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の関係で光弾性の恩恵をうけた会社に限ること,出来るだけ会社の上の人と私

自身が直接会 うこと,こ れ らを心がけて募金に廻 った。この作戦は成功 して ,

この 1月 で建築関係だけで目標額の500万円を集める
.こ
とが出来た。

会長の西田正孝先生が「国際光弾性学シンポジウムについて」 という題で ,

「日本光弾性学会会報」(昭和59年 3月 〉に書かれている文の後半 をここに載せる。

資金調達については,昨年中すでに学振 をは じめ として幾つかの助成機関に

足を運んで努力を続けたが,更に民間諸会社にも理解 と助力をお願いしている。

特に組織委員の松井源吾教授の格別のご尽力によって早 くも予想を超 える募金

額を得て目標達成の見透 しが確実 とされるに至った事は大変に喜ばしいことで

あり,組織委員一同高い課題の山を一つ超えた もの と心強 く思っている。

シンポジウムは1985年 11月 中の 3日 間,東京都内で開催され,計約45篇の内

外の論文発表が予想されているが,そ の詳細 については本年 4～ 5月 に確定発

表されることになっている。

このシンポジウムが期待通 りに成功を見,光弾性学の優れた画像法 としての

特長を再認識 され,そ の有用性が広 く活用される時代が到来する一つの きっか

けともなるよう心から念願 している。

光弾性は卒論以来,40年間恩恵をうけているのである。 また会長の西田先生

には理研で,手 をとって光弾性入門をさせていただいた。 この募金でわずかな

がら恩返 しが出来たのではないか と思っている。

快 く募金に応 じていただいた,設計事務所,施工会社等の関係者に深 く感謝

している。

6.r縞一その 3-」 の訂正

p.26の 一日召和58年 6月 28日 一は

昭和58年 1月 28日 一の ミスプ リン トである。



付録 1「早稲田建築」アンケー ト

―稲門建築会「早稲田建築」 (昭和58年 12月 )一

「早稲田建築」のこの 号に「いま早稲田を考える」 という題で卒業生からの

アンケー ト調査報告が載 っている。松井研関係者の回答のみをここに載せ る。

通読するとどこか共通するところがあるようだ。

学生時代の過 し方・や り残 したこと

●構造のゼ ミ,自 分で力学の本を読んだことなど割合熱心であった。 もっと数

学 を勉強 しておけばよかったと思 う。年をとると数学の本は読めない。(松井

源吾 )

●出席率の悪い学生であった。構造関係の原論を今少 し勉強 しておきたかった。

(市川英一 )

●静岡県より通学 していたので,余 り大学に出席 しない毎 日で した。従って ,

建築の設計を勉強する時間がな く,やったことがない学生生活で した。(望月

重 )

●学生時代に良き師良 き友 とめ ぐり会い,現在 も一緒に仕事をしていることが ,

一番だと思っています。 (三橋千悟 )

●あまり勉学に熱心でなかった。 もっと勉強すべ きだった。 (岡田恵美子 )

●建築の課題に追われていたような気が します。建築 という専門的なことだけ

でな く,他の方面 (経済 。社会学)も 学びたかった。 (中村誠吾 )

●カ リキュラムが目新 しく,楽 しかった。もっと旅行をしたかった。(松本篤彦 )

先輩・後輩のつ き合 いは

●構造のゼ ミ以外には余 り先輩 。後輩 との交際はしませんで した。 (望月重 )
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●卒業設計 の 手伝 い として,沢 山の後輩の 力を借 りま した。 (岡田恵美 子)

●個 人的 な活動 を主に していた。グループ と しては活動 しなかった。(松本篤彦 )

●学部 2年の春 に国際 コンペの 手伝 いを, 3年 か ら自主ゼ ミに参加 したので ,

サー クル活動 を しなか った割 には,縦 の繋が りがあった。 (中村誠吾 )

早稲田出の新卒者の悪い点・良い点

●私の専門でいいます と,解析能力は大変優れていますが,問題を何 も持って

いない ということが問題 と思います。卒業論文の題 日を教員から提出すると

いうのはやめるか, または,卒業論文はやめて しまうかです。 (松井源吾 )

●優秀な学生 もいるので しょうが,一方で勉学の基礎が欠けている学生 もみら

れます。例 えば文を書 くとか。 (望月重 )

●良 くも悪 くも要領が良 く, 自己中心的である。 (中村誠吾 )

現役学生に望むこと

●まず勉強することです。事実を知ることです。構造でいえば,数学 と力学で

す。考えるなんてまだ早す ざます。知識の吸収が不可能になったとき,つ ま

り年をとったとき,今 までの ものをまとめて応用するのが設計であると思い

ます。 このような意味で,設計製図 というのはやめたらどうかと思 う。少な

くとも必修の必要はないと思う。 (松井源吾 )

●学生時代に何か一つ,建築学の原論書を通読すること。図面効果のみ気に し

た小手先のデザインを排すること。 (市川英一 )

●一流 を志向する志をもつこと。 (望月重 )

●何にで も意欲的に取 り組むこと。 (大越俊男 )

●もっと集団 という場 を大事にして欲 しい。 あまり優等生にならない方が良い

のでは。 (中村誠吾 )

早稲田らしさを感 じることがありますか ?

●文科系 もふ くめて,早稲田の人達はあっさりしたところがあ り,す ぐわか り
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ます。建築では,早稲 田のデザ イナーは構造軽視のわ るい ところがあ り,一

般的に他大学に比べて,構造設計科が1/2と いえるで しょう。構造の人達 とは

出身をなるべ く聞かないことにしています。 (松井源吾 )

●役人生活中のこと,官学出身者 と給与 。待遇などで差 をつけられた。早稲田

の先輩は,後輩の面倒見が悪い。後輩 もあまり先輩に頼 らない。 (市川英一 )

●色々な会合に出席すると,東大出の出席者が大半を占めている時など,早稲

田出身者のより活発な活躍が欲 しいと感 じ,自 身の出身 を意識 します。(望月

重 )

●早稲田ファンの人が多い。雑談中,気質についての話になることがある。(松

本篤彦 )

●就職先で早大出身の先輩 と雑談 しているとき。久 しぶ りに研究室に顔を出 し

た時。 (中村誠吾 )

稲門建築会のあ り方 について

●稲門建築会は同窓会です。その会長がいつ も教室の現役教員であることは間

違っていると思います。 どこの学校の同窓会でも,会長 も役員 もその学校の

教員ではあ りません。

同窓会 とは,卒業生 として母校の発展 を応援 し,ま たその教育をチェックす

る役 日があるのです。 (松井源吾・苗 18)

●稲門建築会が,真に早大建築科の発展のための指導力を発揮でき得る会にな

って欲 しいと思います。 (三橋千悟・苗 30)



付録 2「 新潟県人」の インタビュー 記事
〔東京新潟県人会「新潟県人」昭和55年 3月 号〕

「天下の越後者」松井源吾氏

佐渡 ヶ島は, 日本の縮図 といわれる。

わずかに200平方粁余 りの島が,幕藩体制

の成立からその崩壊に至 るまで,遠 く離れ

た江戸幕府直轄の天領 として,エ リー ト官

僚の佐渡奉行によるがん じが らめの収奪が

行われた封建制社会の典型であった。

さらに,島国の閉鎖性 による苛烈な生存

競争場裡 としての特殊性について,其他諸々

の ものを含めて日本の縮図 といわれながら,

いまだに語られていない多 くの ものが圧縮 されている処の ようだ。

いまで も, 日本の縮図 と指摘 されるほど,佐渡は越後本土と比較 して,我々

の知 らない多 くの異質の ものを内蔵 している島であることに間違いない。

*             *             *

昭和54年度の 日報文化賞は佐渡真野町在住の郷 11史家山本修之助の上 に輝い

た。同氏が現在独力で編纂刊行中の「佐渡叢書」 (全 15巻別巻五巻)の業績によ

るもので,従来の多 くの佐渡誌類を補完するもの として声価は高い。

この叢書にはまだ世 に出ていない特異な史料が豊富で,中 で も第 8巻「佐渡

山本半右衛門家史料集」の「猿八村・小倉飢饉関係史料」は全島飢饉人 1万 1,900

人,飢餓死人2,800人 という未曾有の災難 を伝えている。一つの島の餓死 として

は驚異的数字である。

この災害 も,正徳年間以来金銀山は衰え, 実収入が減 った ところを追い打ち

をかけるように,寛延元年 と 2年に及ぶ 8千石の年貢増徴の結果,自 家米にこと
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を欠 く農民達の上に降 りかかった大凶作の果ての餓死であった。

山本修之助,真野町山本半右衛門家の11代。昭和26年から47年 まで真野御陵

の墓守をつづ け,宮内庁書陵部陵墓守部 という職責を全うしている。「佐渡山本

半右衛門家年代記」には「御先祖越前 l■1福井に於て御誕生―寛永 7年,17歳に

て当国へ渡 り相川山の内庄右衛門町に住す,後,勤苦勉励 して金銀山の山師 と

なり」真野町新町移住は寛文10年。以来300年 間,町人として定着,家産 を興 じ多

くの支族 を生み,そ の一族から山本悌二郎,有田八郎の逸材があらわれている。

*              *              *

松井源吾氏。大正 9年真野町の生れ。母は山本宗家の長女で修之助の姉に当

る人。縁あって町内の松井家の養 子となったが,源吾氏誕生直後に30歳で死亡

した。薄命の人である。

生母を知 らずに成入 した源吾氏は,I日制佐渡中学から早大理工学部に入学 ,

大学院を経て専任講師 とな り,昭和36年 41歳で教授 となった。建築構造学専攻

の工学博±。 日本建築センター高層建築物構造評定委員, 11本建築学会学術理

事もつとめ る。

母校早大では耐震建築で名高い内藤多仲博 上の薫陶を受け,そ の学燈を守 り

建築構造学の講座を持って現在に至った。

内藤博 仕は東京タワーの設計で有名。 また関東大震災以前に発表 した耐震壁

理論でも名高 く,大震災でその安全性が実証 されて以来 11本の建造物のほとん

どは博 Ifの理論を用いて設計 されている。

以下に附記する作品群は,内 藤博 Lの学説 を継承する松井教授の構造理論に

よって完成 した もので,そ の 11地特有の風致に溶けこんでいる美 しい建造物ば

かりだ。

アテネフランセ校合,出雲大社庁の合,ホ テル東光園,早大理工学部校合 ,

万博エキスポタワー,桜台コー トビレッジ,船の科学館,福岡銀行本店,国立

民族博物館。                           (N)



付録 3「 日経アーキテクチュア」インタ
ビュー記事

〔「日経アーキテクチュア」昭和58年 8月 29日 号〕

「構造家,そ の今 日像」という連載で,こ の号は早稲田大学についてである。

その題は「今に伝わる内藤イズム,私学の雄の栄光 と悲哀」 としている。

私に関するところだけ抜 き書 きする。

講座制について

松井教授
―
。「大学紛争当時,他大学の若手教員から早大 を見習えとの声が

出されたことがある。助教授が教授に東縛 されないのを,高 く評価 した ものだ。

確かに,教授 として助教授等のサポー ト役がいないのは寂 しいが,広 く考える

と非講座制のままでいいと思 う」。

私の紹介は次のようである。

数々の構造設計の実作を通 じ,プロフェッサー・ エンジニアとして,デザイ

ナーの間にも知名度の高いのが,松井教授である。松井教授 はかつて助教授に

なったばか りの頃,内藤博士に,「松井君の研究は机上の空論だな」と,冷やか

されたことがあるという。しか し長年,「設計か ら研究テーマ を見つけ出し,研

究成果を設計に反映 させる」 という姿勢を貫ぬ き通 し,今や内藤イズムの忠実

な具現者である。

教授の処女作は,安東勝男教授 との協同による,RC造 2階建ての浅草の検番。

もっとも,後で内藤博士から「大学の教員は風格 を重ん じなければいけない。

変な建物を設計 しないように」 と,注意を受けた とのよじ。

これまでの実作の中から,松井教授 自身に年代順にベス トス リーを選び出し

て もらおう。① ホテル東光園 (昭和39年 ,意 匠・菊竹清訓建築設計事務所)一 中
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空スラブを使用。②早大理工学部51号館 (昭和42年,意匠 。安東勝男教授)一

―菱形ブレースを千鳥状に配置。③ホテルニューアカオ・ レス トラン (昭和53

年,意匠・稲葉長司建築設計事務所)一 流線の曲線梁を使用。

最近では,フ ラッ トスラブに柱 を配する場合, どのように配置すれば力学的

に有利になるかを研究 し,実作へ も適用 している。

研究を進めるに際 し,松井教授は「弾性論で理論解 を出 し,光弾性実験でそ
れを確認。弾塑性域は実験で追 う」場合が多い。教授が光弾性実験を愛用する

ことは有名で,昭和56年 か ら年 1回 発行 し始めた研究室の機関誌のタイ トルを,

「縞」 と名付けたほどである。

記者は,非講座制だから若い人が入れないのだ とのべているが,そ れは早稲

田の定年が70歳で他大学に比べて長いためである。昔は今の ように寿命が長 く

なかったから教員の老齢化はなかったのである。定年 を下げるべ きかもしれな

い。 しか し,工学においては年をとると共にいい研究をす るようになるのでは
ないかと思 う。少な くとも見当違いの論文は書かな くなる。私 も気に入った論

文が書けるようになったのは60歳近 くなってからである。一向に「悲哀」だ と

は思っていない。

この記事のは じめの方は内藤先生の話が くわ しい。私が渡 した「縞」による

もので,先生のことを大樹 と書いたのが巨樹 となっている。

付録 2も そうだが,イ ンタビューでは書いたものを渡 さないことにした方が

よさそうだ。

これからインタビュー記事 というのはあまり信用 して読 まないことにする。

|
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